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兵庫県議会議員

第一回　島田叡知事追悼式
令和 6 年 3 月 9 日、爽やかな風香る穏やかな春の日、「兵庫県まち

なみ緑化事業」を活用し、生誕の地である須磨寺町、須磨寺参道に須
磨島守の会が整備した「島守の広場」にて最後の官選知事、第 23 代
沖縄県知事、島田叡氏の追悼式が多くの参列者をお迎えし開催致しま
した。
　小池弘三会長による追悼の後、プライベートでご参列くださいまし
た齋藤元彦様よりご挨拶を頂きました。綺麗に整備された広場には、
植樹された「琉球寒緋桜」が鮮やかなピンク色の花を咲かせ、参列者
の目を楽しませました。
　地域の皆さまとともに、須磨区出身である島田叡氏の偉業を次世代
を担う若者にしっかりと継承していき、命の大切さ、平和の尊さを伝
え、友愛県である沖縄県との絆をより深めていきたいと考えております。
　長きに渡り、沖縄県との友好関係を築いてこられた前兵庫県知事井戸敏三、前沖縄県副知事・島
田叡氏事跡顕彰期成会  嘉数昇明会長を始め多くのメッセージも寄せられました。

〇島田叡知事の故郷須磨の広場での偲ぶ会ご盛会お祈りします。沖縄と兵庫の絆のシンボルとなるこ
　　　 とを期待しています。
　　　 面影を偲ぶ桜が咲きにけり　故郷の広場に風訪れる
　　　　 須磨島守の会顧問・前兵庫県知事　井戸敏三

　　〇ふるさと須磨の島守の広場における島田叡氏の追悼式、誠に意義深い事です。ご尽力いただいた皆様に
　　　敬意を表します。小生、参加叶わず残念です。
　　　須磨島守の会顧問・前沖縄県副知事・島田叡事跡顕彰期成会会長　嘉数昇明

災害時のブルーシート有効活用方法について危機管理部に提案

阪神淡路大震災を始め、国内において大規模災害が頻発しております。発災直
後に学校や公園に避難する場合も多く、屋外で多くの避難者が焚火やストーブ等
で暖をとっている映像もよく見られます。雨、風を含む悪天候から避難者を守り、
プライベートスペースも確保するブルーシートを活用した「ステルス張り」を県
内各避難所で設置することが出来れば、多くの課題が解決すると考えられます。
　ブルーシートは県の防災センターを始め、市町でも多くの備蓄があり、災害時、比較的容易に入
手可能です。今回、3.6m × 3.6m のブルーシートとビニールヒモ、ペグ 12 本、支柱は木の棒で設
置してみました。要した時間、約 5 分です。
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令和 6 年 2 月 15 日、第 366 回兵庫県議会定例会の開会日、齋藤知事の議案説明において、長年、
訴え続けていた表題について、大きく前進する「ケアリーバー支援の充実」などが発表されました
のでご報告申し上げます。

社会的擁護経験者であるケアリーバーの大学進学率は低く、転職も多い状況です。将来の選択肢
を広げるために学習塾や習い事、予備校に通う児童生徒を支援します。また専門相談員や里親支援
センターの開設、支援する企業の認定制度の創設など、社会全体で支える体制を構築していきます。
　一昨年度の代表質問や本年度の一般質問でもケアリーバーへの支援を行うべきであると訴えまし
た。私は全国の児童養護施設を訪問し、多くの子ども達や現場の声を伺ってまいりました。児童養
護施設は、その母体により経済的に格差があります。退所者たちが協力し返済不要の奨学金制度を
つくり、学費等を支援している施設もあります。しかし、中学校や高校生のクラブ活動に対する支
援が不可能な施設も存在しております。児童養護施設等へ入所する児童に過失はなく、入所施設を
自身で決めることもできません。その状況を改革することが必要ですが、行政や我々議員の力だけ
で大きな成果を得るのは不可能であり、民間からの多くの協力が必要であると考えております。
　現在、児童養護施設退所児童等への支援に関して兵庫県は先進的な取組を行っています。しかし、
令和４年度、全高校卒業生のうち 63％が大学等に進学していますが、児童養護施設退所児童の大学
等への進学率は 28％と大きな差があり、本県では神戸やまぶき財団の奨学金等、経済的支援が充実
しているにもかかわらず低いという状況になっております。その要因としては、大学進学のロール
モデルが自分の中で存在しておらず、早い段階で進学を希望しないという声がありました。そのため、
小中学生に自然体験を通じた大学生とのふれあい、中高生には大学キャンパスを訪問してもらい進
学のイメージを持ってもらうなど、新たな事業も始まりました。
　組織化を提案し３年前に設立された児童養護施設退所児童への雇入れ及び親代わりとして活動さ
れている「職親」への登録者数は現在約 100 社を超えました。県としても最大の敬意を払い、こう
した職親の情報を適切に発信することで、協力者の拡大や、より円滑な制度利用につなげていくべ
きであると考えます。また、幼少期からの習い事など様々な体験が豊かな人間性の形成や社会への
興味関心の向上、協調性の育成などの効果が期待できるため、低年齢児の学習、習い事への支援も
訴え、開始されます。これらの取組をより強化し、児童らが幅広い選択肢から進むべき道を自ら選
択し夢を実現できるよう尽力をつづけてまいります。

社会的養護・ケアリーバー( 児童養護施設退所児童 )に対する支援を実現！

天井川公園　阪神高速集水枡補修工事が完成
　地域の方からの要望を松本しゅうじ市会議員よりお伺い
し、取組でいた阪神高速通行車両から高速内にポイ捨てさ
れた煙草の吸殻が天井川に流れ込む問題。3 月 15 日、阪
神高速道路株式会社の担当者が地図上に設置された 33 カ
所の集水枡改修工事が完了しましたと報告に来られました。
これにより、ゴミと雨水を完全に分離できると想定してお
ります。迅速に対応してくださり感謝申し上げます。




